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1　はじめに

　宮城県におけるエダマメ栽培の作型は露地栽培が中

心であり、播種日は 5月上旬から 6月下旬、収穫期の

ピークは 8月である。また品種については「湯あがり

娘」や「ゆかた娘」、「つきみ娘」等が主に栽培されて

いる。

　近年の夏季高温や秋冬温暖傾向により、県内の露地

野菜生産では、従来の作型は現状の気候と合わなく

なってきている。エダマメ栽培においても、春や秋の

温暖傾向を利用してより早期、あるいは遅い時期の播

種による年内 2回の収穫も可能なのではないかと考え

た。しかし、新たな作型に適した品種や播種日につい

ては明らかになっていない。そこで本試験ではエダマ

メ露地栽培において、二期作を可能とする品種と播種

適期について検討した。

2　試験方法

　試験年度は 2021 年から 2023 年の 3年間、宮城県農

業・園芸総合研究所内（名取市）の圃場で行った。

　（1） 試験 1 4 月播き栽培における播種日と品種の検

討（2021-2023 年）

　品種は極早生品種である「初だるま」と「神風香」、

早生品種である「ゆかた娘」、中早生品種である「湯

あがり娘」を供試した。播種日については、2021 年

度は 4月播き栽培で 4月 6日、4月 14 日、4月 27 日、

2022 年度は 4 月 12 日、4 月 19 日、4 月 26 日、2023

年度は 4月 14 日、4月 21 日、4月 28 日とした。

　　1） 耕種概要

　ほ場には排水対策として「カットドレーン mini」

㈱北海コーキ製穿孔暗渠機を施工した。栽植様式は畝

間 75cm、株間 20cm(6.650 株 /10a) とし、1 穴 2 粒で

直播した後、1 穴 1 株となるよう間引きを行った。施

肥量は 10a 当たりの窒素成分量で基肥 7kg とした。収

穫日の判断は開花日から 35 日前後を目安とし、莢の

厚さが 8.0mm に達した時期とした。

　　2） 調査項目

　開花日および、収穫日、株当たりの可販収量を調査

した。可販収量は A 品（2 ～ 3 粒莢で病害虫による被

害の無いもの）と B 品（2 ～ 3 粒莢で A 品に次ぐもの、

1粒莢で病害虫による被害の無いもの）の合計重量 (g) 

とした。また、株当たりの可販収量に 10a 当たり株数
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の 6650 をかけ、枕地分を考慮し 0.8 倍した値を換算

収量 (kg/10a) として算出した。

　（2） 試験 2 夏播き栽培における播種日と品種の検

討 (2021 年、2023 年 )

　供試品種は試験１と同様である。2021 年度は 7 月

13 日、7 月 21 日、8 月 3 日、8 月 13 日、2023 年度は

8 月 16 日とした。2022 年度の試験は大雨の影響でほ

場作りを行えなかったため中止とした。

　　1） 耕種概要

　試験１と同様であり、播種を行う前に同量の基肥施

肥を行った。

　　2） 調査項目

　試験 1と同様である。

3　試験結果及び考察

　（1） 試験 1　4 月播き栽培における播種日と品種の

検討（2021-2023 年）

　表 1 に 2021 年度試験の結果を示す。いずれの品種

も 7月中の収穫となった。収量については中早生品種

「湯あがり娘」が最も優れていた。2022 年度は「初だ

るま」を加えて同様の試験を行った（表 2）。この年

はエダマメの生育が遅れ、収穫日も全体的に後ろ倒し

となった。7 月中に収穫することができたのは、「初

だるま」と「神風香」の 4 月 12 日播種区のみであっ

た。同一のほ場で二期作を行うことを想定した場合、

夏播き栽培の播種日を 7月下旬から 8月上旬とするた

め、4月播き栽培の適品種は「初だるま」と「神風香」、

播種日は 4 月 12 日前後が適していると考えられた。

表 3に 2023 年度試験の結果を示す。「初だるま」と「神

風香」ともに 4月 14 日播種区では 7月 18 日の収穫と

なり、それぞれの換算収量は 676kg/10a、587kg/10a

であった。以上より 4月播き栽培の適品種は「初だる

ま」と「神風香」であり、播種日は 4月中旬が適期で

あると考えられた。

　（2） 試験 2　夏播き栽培における播種日と品種の検

討 (2021 年、2023 年 )

　表 4 に 2021 年度試験の結果を示す。いずれの品種

も 7 月 21 日播種区では 9 月 28 日、8 月 3 日播種区で

は 10 月 15 日、8 月 13 日播種区では 10 月 25 日の収

穫となった。また、播種日が遅くなるに従い収量も低

下する傾向にあった。最も収量が高かったのは「神

風香」であり、7 月 21 日播種区と 8 月 3 日播種区で
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それぞれ 343kg/10a、358kg/10a の換算収量となった。

また、2021 年度と 2023 年度の試験結果より、いずれ

の品種も播種日が 8 月中旬頃となると換算収量は 150

～ 200kg/10a 程度まで落ち込む（表 4、表 5）。以上よ

り、夏播き栽培の適品種は「神風香」であり、播種適

期は 7月中旬から 8月上旬頃であると考えられた。

4　まとめ

　品種比較を行った結果、二期作に適した品種は極早

生品種である「初だるま」や「神風香」であった。4

月播き栽培ではこれらの品種を 4 月中旬に播種する

ことで 7 月下旬頃の収穫となり、約 450 ～ 600kg/10a

の換算収量となった。後作の夏播き栽培では「神風

香」を 7 月下旬から 8 月上旬に播種することにより、

収穫日は 9 月下旬から 10 月中旬頃、換算収量は約

300kg/10a となった。本作型では 4 月播き栽培で 7 月

下旬、夏播き栽培で 9 月下旬から 10 月中旬の収穫と

なる。これにより、8 月に供給が多くなるエダマメの

出荷にかかる調整作業の集中を回避することが期待さ

れる。

図１　エダマメ二期作の作型
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表１　4月播き栽培に適した品種と播種日の検討（2021 年）

表２　4月播き栽培に適した品種と播種日の検討（2022 年）

表３　4月播き栽培に適した品種と播種日の検討（2023 年）

表４　夏播き栽培に適した品種と播種日の検討（2021 年）

表５　夏播き栽培に適した品種と播種日の検討（2023 年）


